
10

20

JP 7601792 B2 2024.12.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7601792号

(P7601792)
(24)登録日　令和6年12月9日(2024.12.9)(45)発行日　令和6年12月17日(2024.12.17)

(54)【発明の名称】　操作手段の少なくとも二つの切換手段の切換を実施する方法及び操作手段における少なく 
とも二つの切換手段のための駆動システム

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｆ 29/04 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｆ 29/04 ５０１Ｚ 　　　
　Ｈ０１Ｆ 29/04 ５０２Ｋ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-566510(P2021-566510)
(86)(22)出願日　 令和2年4月23日(2020.4.23)
(65)公表番号　 特表2022-533933(P2022-533933 

A)
(43)公表日　 令和4年7月27日(2022.7.27)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2020/061289
(87)国際公開番号　 WO2020/229127
(87)国際公開日　 令和2年11月19日(2020.11.19)

審査請求日　 令和5年4月20日(2023.4.20)
(31)優先権主張番号　102019112721.1      
(32)優先日　 令和1年5月15日(2019.5.15)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 390035459
マシイネンフアブリーク・ラインハウゼ 
ン・ゲゼルシヤフト・ミツト・ベシユレ 
ンクテル・ハフツング
ドイツ連邦共和国、９３０５９  レーゲ 
ンスブルク、フアルケンシユタインスト 
ラーセ、８

(74)代理人　 100069556
弁理士　江崎  光史

(74)代理人　 100111486
弁理士　鍛冶澤  實

(74)代理人　 100191835
弁理士　中村  真介

(74)代理人　 100221981
弁理士　石田  大成

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 一 つ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 （ １ ８ ， １ ９ ） の 切 換 を 実 施 す る 方 法 に お い て 、
　 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） が 切 換 信 号 を 受 信 す る 工 程 と 、
　 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） を 用 い て 、 こ の 切 換 信 号 に 基 づ き 、 切 換 の た め に 、 こ の 第 一  
の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 選 定 す る  
工 程 と 、
　 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 、 こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は こ の 少 な く と も  
一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 照 会 す る 工 程 と 、
　 こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） に 関 す る 少 な く と も 一 つ の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ に 基 づ き  
ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る か 、 或 い は こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） に  
関 す る ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る 工 程 と 、
　 こ の 対 応 す る ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 こ の 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ）  
又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 用 い た 切 換 を 実 施 す る 工 程 と 、 を  
有 し 、
前 記 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 と し て 構 成 さ れ て い て 、 前 記 第 二 の 切 換  
手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） は 、 セ レ ク タ ー と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、

請求項の数　14　（全16頁）
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　 前 記 の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ が 第 一 の フ ィ ー ド バ ッ ク  
シ ス テ ム （ ６ ） を 用 い て 決 定 さ れ 、 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９  
） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ が 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９  
） に 割 り 当 て ら れ た フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ７ ， ８ ） を 用 い て 決 定 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ８ ） に よ っ て 算 出 さ れ た 、 切 換 手 段 （ １ ７ ，  
１ ８ ， １ ９ ） の 中 の 一 つ を 切 り 換 え る た め の パ ラ メ ー タ が 、 各 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １  
９ ） の 姿 勢 又 は 位 置 で あ る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ８ ） に よ っ て 算 出 さ れ た 、 切 換 手 段 （ １ ７ ，  
１ ８ ， １ ９ ） の 中 の 一 つ を 切 り 換 え る た め の パ ラ メ ー タ が 、 各 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １  
９ ） の 運 動 状 態 で あ る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １  
９ ） の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ が 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に お い て 評 価 さ れ て 、 統 合 さ れ 、 そ  
れ に よ り 、 こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 及 び ／ 又 は こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） と 少 な く  
と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 必 要 に 応 じ て 制 御 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 切 換 を 実 施 す る た め に 、 操 作 手 段 （ ２ ０ ） に 割 り 当 て ら れ た 動 力 部 （ １ １ ） が 、 制 御 ユ  
ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 、 前 記 の 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は 選 定 さ れ た 少 な  
く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 操 作 す る よ う に 制 御 さ れ 、 こ の 動 力 部 （ １  
１ ） が 、 切 換 の 実 施 に 応 じ て 、 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） と  
接 続 さ れ た 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） 及 び そ れ ぞ れ 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て そ れ ぞ れ  
少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） と 接 続 さ れ た 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ） を  
操 作 す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ９ ） が 、 直 接 的 又 は 間 接 的 に 切 換 手 段 （ １ ７ ， １  
８ ， １ ９ ） の 各 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） に 割 り 当 て ら れ て い る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 の 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 各 々 に 対 し て 、 一 つ の 動 力 部 （ １ １ ） が 割 り 当 て ら れ  
て お り 、 こ れ ら の 動 力 部 （ １ １ ） が 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 制 御 さ れ 、 こ れ ら の 複  
数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） が 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め ら れ 、  
こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 グ ル ー プ （ ４ ０ ， ５ ０ ） に 纏 め ら れ る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ） の た め の 駆 動 シ ス  
テ ム （ ３ ） に お い て 、
　 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） と 接 続 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （  
１ ７ ） と 、
　 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て そ れ ぞ れ 少 な く と も 一 つ の 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ， １ ４  
） と 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） と 、
　 前 記 の 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 算 出 す る た め に  
、 そ れ ぞ れ 一 つ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） と 少 な く と も 一 つ の  
第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ， １ ４ ） の 各 々 に 割 り 当 て ら れ て い る フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６  
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， ７ ， ８ ） と 、
　 前 記 の 算 出 さ れ 、 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に お い て 評 価 さ れ た 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー  
タ に 対 応 す る ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） に よ っ て 第 一 の 切  
換 手 段 （ １ ７ ） を 操 作 す る か 、 或 い は 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の モ ー タ ー （ １ ８ ， １  
９ ） に よ っ て 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 操 作 す る た め に 、  
動 力 部 （ １ １ ） と 通 信 接 続 さ れ て い る 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） と 、 を 有 し 、
前 記 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 と し て 構 成 さ れ て い て 、 前 記 第 二 の 切 換  
手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） は 、 セ レ ク タ ー と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 駆 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ） と  
接 続 さ れ た 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） と 、 第 三 の モ ー タ ー （ １ ３ ） と 接 続 さ れ た 第 三 の 切 換  
手 段 （ １ ９ ） と を 有 す る 駆 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
　 こ の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に 、 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） が 割 り 当 て ら れ 、 各 操 作 手 段 （ ２  
０ ） に 、 動 力 部 （ １ １ ） が 割 り 当 て ら れ 、 こ れ ら の 動 力 部 （ １ １ ） が 、 制 御 ユ ニ ッ ト （ １  
０ ） と 通 信 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ）  
が 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ３ ０ ） に 纏 め ら れ 、 前 記 の 少 な く と も 二 つ の 第 二 の 切 換 手 段  
（ １ ８ ， １ ９ ） が 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ４ ０ ， ５ ０ ） に 纏 め ら れ る  
駆 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
　 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １  
８ ） と 一 つ の 第 三 の 切 換 手 段 （ １ ９ ） か ら 構 成 さ れ 、 当 該 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） が 第 二  
の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ４ ０ ） に 纏 め ら れ 、 こ の 第 三 の 切 換 手 段 （ １ ９ ） が 第 三 の 切 換 手 段  
グ ル ー プ （ ５ ０ ） に 纏 め ら れ る 駆 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
　 前 記 の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） の 各 々 が 、 そ れ ぞ れ 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 二  
の モ ー タ ー （ １ ３ ） と 接 続 さ れ 、 こ れ ら の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） が 第 二 の 切 換 手 段 グ ル  
ー プ （ ４ ０ ） に 纏 め ら れ る 駆 動 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ９ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
　 前 記 の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） と 動 力 部 （ １ １ ） が そ れ ぞ れ メ モ リ （ ５ ） を 有 す る 駆 動 シ  
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 操 作 手 段 に お け る 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 の 切 換 を 実 施 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 操 作 手 段 の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 タ ッ プ 付 変 圧 器 の 巻 線 タ ッ プ の 間 を 切 り 換 え る モ ー タ ー 駆 動 部 を 備 え た  
負 荷 時 タ ッ プ 切 換 器 を 開 示 し て い る 。 そ の モ ー タ ー 駆 動 部 を 用 い て 、 駆 動 シ ャ フ ト を 駆 動  
し て い る 。 そ の モ ー タ ー 駆 動 部 の 回 転 運 動 は 、 二 つ の 切 換 可 能 な 連 結 機 器 を 介 し て 、 セ レ  
ク タ ー に 割 り 当 て ら れ た 第 一 の 駆 動 シ ャ フ ト と 負 荷 切 換 開 閉 器 に 割 り 当 て ら れ た 第 二 の 駆  
動 シ ャ フ ト に 提 供 さ れ る 。 そ れ ら の セ レ ク タ ー と 負 荷 切 換 開 閉 器 は 、 モ ー タ ー 駆 動 部 の 回  
転 運 動 の 導 入 に 関 係 無 く 、 互 い に 切 換 可 能 な 形 で 構 成 さ れ て い る 。



10

20

30

40

50

JP 7601792 B2 2024.12.17(4)

【 ０ ０ ０ ４ 】
　 エ ネ ル ギ ー 伝 達 網 と エ ネ ル ギ ー 分 配 網 に お け る 電 圧 制 御 は 、 異 な る 形 式 の 切 換 器 を 変 圧  
器 に 組 み 込 む こ と を 必 要 と す る 。 一 般 的 に 、 負 荷 切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー か ら 構 成 さ れ 、  
共 通 の 駆 動 部 に よ り 駆 動 さ れ る 負 荷 時 タ ッ プ 切 換 器 が 変 圧 器 に 組 み 込 ま れ て い る 。 そ の 負  
荷 切 換 開 閉 器 の 操 作 と 組 み 立 て の 両 方 が 、 必 然 的 に セ レ ク タ ー と 関 連 す る 。 そ れ ら の セ レ  
ク タ ー と 負 荷 切 換 開 閉 器 の 操 作 を 完 全 に 適 合 さ せ る こ と は 不 可 能 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ０ ２ ０ １ ４ １ １ ０ ７ ３ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 課 題 は 、 切 換 手 段 と 操 作 手 段 の 安 全 性 と 信 頼 性 を 向 上 さ せ る  
、 操 作 手 段 の 切 換 手 段 の 切 換 を 実 施 す る 方 法 を 提 示 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 切 換 プ ロ セ ス 時 の 切 換 手 段 と 操 作 手 段 の 安 全 性 と 信 頼 性 を 向 上 さ  
せ る 、 操 作 手 段 の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 課 題 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 、 操 作 手 段 の 第 一 の 切 換 手 段 と 少 な く と も 一 つ の 第  
二 の 切 換 手 段 の 切 換 を 実 施 す る 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 別 の 課 題 は 、 請 求 項 ９ の 特 徴 を 有 す る 、 操 作 手 段 の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 の  
た め の 駆 動 シ ス テ ム に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 操 作 手 段 に お け る 第 一 の 切 換 手 段 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切  
換 手 段 の 切 換 を 実 施 す る こ と を 特 徴 と す る 。 そ の た め に 、 制 御 ユ ニ ッ ト が 切 換 信 号 を 受 信  
す る 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 切 換 手 段 を 駆 動 す る モ ー タ ー と 接 続 さ れ た 動 力 部 と 通 信 接 続  
さ れ て い る 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト を 用 い て 、 切 換 の た め に 、 第 一 の 切 換 手 段 が 選 定 さ れ る 。  
第 一 の 切 換 手 段 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ が 制  
御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 照 会 さ れ る 。 こ の 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 又 は 少 な く と も 一 つ の 第  
二 の 切 換 手 段 に 関 す る 少 な く と も 一 つ の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ に 基 づ き 、 ロ ッ ク 条 件 が 検  
査 さ れ る 。 相 応 の ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 又 は 選 定 さ  
れ た 第 二 の 切 換 手 段 を 用 い て 、 切 換 が 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 切 換 を 実 施 す る た め に 、 動 力 部 が 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 制 御 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 選 定  
さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 又 は 選 定 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 の 操 作 が 行 わ れ る  
。 切 換 の 実 施 に 応 じ て 、 第 一 の 切 換 手 段 が 、 第 一 の モ ー タ ー と 連 結 さ れ た 駆 動 シ ャ フ ト を  
介 し て 操 作 さ れ る 。 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 第 二 の モ ー タ ー の  
駆 動 シ ャ フ ト を 介 し て 操 作 さ れ る 。 更 に 、 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 と 選 定 さ れ た 少 な く  
と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 例 え ば 、 変 圧 器 で あ る 操 作 手 段 が 少 な く と も 一 つ の 負 荷 時 タ ッ プ  
切 換 器 を 有 し 、 そ の 切 換 器 が 、 そ の 個 々 の 切 換 手 段 又 は 切 換 手 段 グ ル ー プ に 分 け ら れ る と  
の 考 え に 基 づ い て い る 。 こ れ ら の 個 々 の 切 換 手 段 は 、 別 個 に か つ 個 々 に 専 用 の モ ー タ ー に  
よ り 駆 動 す る こ と が で き る 。 操 作 手 段 に お け る 切 換 手 段 が 操 作 さ れ て 、 或 い は 切 り 換 え ら  
れ て 、 切 換 が 実 施 さ れ る 前 に 、 ロ ッ ク 条 件 が 検 査 さ れ る 。 こ の 検 査 の た め に 、 少 な く と も  
一 つ の パ ラ メ ー タ が 照 会 さ れ る 。 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ が ロ ッ ク 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 切  
換 が 行 わ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 7601792 B2 2024.12.17(5)

【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 第 一 の 切 換 手 段 と こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ  
ー タ は 、 例 え ば 、 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム に よ っ て 算 出 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 フ  
ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が 第 一 の 切 換 手 段 に 割 り 当 て ら れ 、 別 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が  
そ れ ぞ れ こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 に 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 二 つ の 切 換 手 段 、 特 に 、 負 荷 切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー を 備 え た 操 作 手 段 、 特 に 、 変 圧 器  
で は 、 例 え ば 、 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 セ レ ク タ ー が 如 何 な る 位 置 に 在 る の か が 検 査 さ れ  
る 。 そ れ に よ り 、 検 査 す べ き ロ ッ ク 条 件 に 関 す る パ ラ メ ー タ は 、 セ レ ク タ ー の フ ィ ー ド バ  
ッ ク シ ス テ ム を 用 い て 算 出 さ れ た 、 セ レ ク タ ー の 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 存 在 す る 切 換 手 段 の 各 々 に 割 り 当 て ら れ た 各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム に よ っ て 、 切 換 手  
段 を 切 り 換 え る た め の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を そ れ ぞ れ 算 出 す る こ と が で き る 。 フ  
ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム に よ っ て 算 出 さ れ た パ ラ メ ー タ は 、 各 切 換 手 段 の 姿 勢 又 は 位 置 で あ  
る 。 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム に よ っ て 算 出 さ れ た パ ラ メ ー タ は 、 選 定 さ れ た 、 或 い は 所 定  
の 切 換 に 必 要 な 切 換 手 段 が 正 に 操 作 さ れ る よ う と し て い る の か を 表 す こ と も で き る 。 そ の  
場 合 に は 、 そ れ に 対 応 す る 切 換 手 段 の 操 作 を 実 施 す る こ と が で き な い 。 更 に 、 パ ラ メ ー タ  
は 、 切 換 手 段 が 正 に 操 作 さ れ よ う と し て い る の か を 示 す 運 動 状 態 で あ る と す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム は 、 様 々 な 形 で 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の フ ィ ー ド バ ッ  
ク シ ス テ ム は 、 エ ン コ ー ダ 、 マ ル チ タ ー ン ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ 、 シ ン グ ル タ ー ン ロ ー タ  
リ ー エ ン コ ー ダ 、 レ ゾ ル バ ー 、 ス イ ッ チ 、 マ イ ク ロ ス イ ッ チ 、 セ ン サ ー 、 接 点 な ど で あ る  
と す る こ と が で き る 。 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム の こ の 列 挙 し た 考 え 得 る 実 施 形 態 が 全 て で  
は な い こ と は 、 当 業 者 に は 自 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 照 会 す べ き パ ラ メ ー タ は 、 任 意 に 決 定 す る か 、 或 い は 任 意 の 形 式 で あ る と す る こ と が で  
き る 。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ は 、 各 切 換 手 段 の モ ー タ ー に お け る フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム 、  
操 作 手 段 の 簡 単 な 安 全 ス イ ッ チ 、 そ れ ど こ ろ か 顧 客 特 有 の 解 除 ボ タ ン で あ る と す る こ と が  
で き る 。 更 に 、 こ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム は 、 切 換 を 計 数 す る か 、 或 い は 切 換 の た め の  
時 間 を 停 止 し て か ら ロ ッ ク 条 件 に 関 し て 照 会 す べ き パ ラ メ ー タ を 提 供 す る 、 制 御 装 置 の 一  
部 で あ る と す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 パ ラ メ ー タ は 、 例 え ば 、 切 換 手 段 の 各 々 に 割 り 当  
て ら れ た 温 度 セ ン サ ー に よ っ て 取 得 す る こ と も で き る 。 同 様 に 、 操 作 手 段 に 割 り 当 て ら れ  
た ス イ ッ チ ボ ー ド の ロ ッ ク を 算 出 す る 安 全 ス イ ッ チ が パ ラ メ ー タ に 関 与 す る こ と が で き る  
。 例 え ば 、 安 全 ス イ ッ チ が 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス が 開 い て い る こ と を 表 す 場 合 、 切 換 の 実 施  
は 許 さ れ な い 。 同 様 に 、 こ の ロ ッ ク 条 件 の 算 出 に 関 与 す る 考 え 得 る パ ラ メ ー タ の 列 挙 が 全  
て で は な い こ と は 、 当 業 者 に 自 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム は 、 ロ ッ ク 条 件 の 検 査 に 必 要 な パ ラ メ ー タ を 決 定 す る 役 割  
を 果 た す 。 こ の パ ラ メ ー タ は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム に 依 存 す る 。 実 施 形 態 に 応 じ て 、  
こ の パ ラ メ ー タ は 、 値 、 値 の 範 囲 、 簡 単 な 信 号 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 切 換 手 段 を 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 制 御 ユ ニ ッ ト に お い て 、 第 一 の 切 換 手 段 と 少 な く と も  
一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ を 評 価 し て 、 統 合 す る こ と が で き る 。 こ の  
評 価 又 は 統 合 の 結 果 か ら 、 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 第 一 の 切 換 手 段 を 、 或 い は 第 一 の 切 換 手 段 と  
少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 を 必 要 に 応 じ て 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 個 別 の 操 作 手 段 を 配 備 す る こ と が で き る 。 こ れ  
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ら の 複 数 の 操 作 手 段 の 各 々 に 対 し て 、 動 力 部 を 割 り 当 て て 、 そ れ ら の 各 々 を 共 通 の 制 御 ユ  
ニ ッ ト に よ っ て 制 御 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 の 第 一 の 切 換 手 段 が 第 一  
の 切 換 グ ル ー プ に 纏 め ら れ る 。 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 が 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 操 作 手 段 の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム が 開 示 さ れ る  
。 こ の 駆 動 シ ス テ ム は 、 駆 動 シ ャ フ ト を 介 し て 第 一 の モ ー タ ー と 接 続 さ れ た 第 一 の 切 換 手  
段 を 有 す る 。 更 に 、 こ の 駆 動 シ ス テ ム は 、 駆 動 シ ャ フ ト を 介 し て 少 な く と も 一 つ の 第 二 の  
モ ー タ ー と 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 を 有 す る 。 切 換 手 段 の 少 な く と も  
一 つ の パ ラ メ ー タ を 算 出 す る た め に 、 こ の 第 一 の モ ー タ ー と こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の  
モ ー タ ー の 各 々 に は 、 そ れ ぞ れ 一 つ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が 割 り 当 て ら れ て い る 。 動  
力 部 と 通 信 接 続 さ れ た 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 第 一 の モ ー タ ー に よ っ て 、 第 一 の 切 換 手 段 を 操 作  
し 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の モ ー タ ー に よ っ て 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 を 操 作 す る た め に 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 算 出 さ れ た パ ラ メ ー タ の 何 れ が ロ ッ ク 条 件 を  
満 た す の か を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 は 、 第 二 の モ ー  
タ ー と 接 続 さ れ た 第 二 の 切 換 手 段 と 、 第 三 の モ ー タ ー と 接 続 さ れ た 第 三 の 切 換 手 段 と を 有  
す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 切 換 手 段 の 各 々 に 対 し て 専 用 の モ ー タ ー を 割 り 当 て て 、 そ れ に よ っ て 、 従 来 技  
術 と 比 べ て 、 切 換 手 段 の 安 全 で 確 実 な 駆 動 を 可 能 に す る の が 有 利 で あ る 。 ロ ッ ド と 連 結 器  
を 介 し て 切 換 手 段 と 連 結 さ れ た 一 つ の モ ー タ ー に よ っ て 全 て の 切 換 手 段 を 駆 動 す る こ と は  
、 考 慮 の 対 象 外 と す る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 操 作 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム を デ  
ジ タ ル 監 視 す る 手 法 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 つ の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 こ の 駆 動 シ ス テ ム に 複 数 の 操 作 手 段 を 割 り 当 て る こ と が  
で き る 。 各 操 作 手 段 に は 、 動 力 部 が 割 り 当 て ら れ る 。 こ れ ら の 動 力 部 は 、 制 御 ユ ニ ッ ト と  
通 信 接 続 さ れ る 。 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 の 第 一 の 切 換 手 段 が 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に  
纏 め ら れ る 。 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 の こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 が 少 な く と  
も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め ら れ る 。 各 モ ー タ ー に 動 力 部 を 割 り 当 て る こ と が  
で き る 。 し か し 、 一 つ の 動 力 部 が 、 全 て の モ ー タ ー を 駆 動 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 を 一 つ の 第 二 の  
切 換 手 段 と 一 つ の 第 三 の 切 換 手 段 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 第 二 の 切 換 手 段  
が 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め ら れ 、 第 三 の 切 換 手 段 が 第 三 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め  
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 こ の 操 作 手 段 が 一 つ の 第 一 の 切 換 手 段 と 複 数 の 第 二 の  
切 換 手 段 を 有 す る こ と が で き る 。 別 の 第 二 の 切 換 手 段 の 各 々 は 、 そ れ ぞ れ 駆 動 シ ャ フ ト を  
介 し て 第 二 の モ ー タ ー と 接 続 さ れ る 。 こ れ ら の 第 二 の 切 換 手 段 が 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ  
に 纏 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら の 制 御 ユ ニ ッ ト 及 び ／ 又 は 動 力 部 が 、 そ れ ぞ れ メ モ リ を 備 え る こ と が で き る 。 こ  
の メ モ リ に は 、 所 定 の 切 換 手 段 グ ル ー プ 、 或 い は 例 え ば 、 駆 動 シ ャ フ ト の 位 置 に 関 す る 値  
を 割 り 当 て ら れ た 、 切 換 手 段 の 位 置 を 保 存 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 駆 動 シ ス テ ム の 考 え 得 る 実 施 形 態 は 、 第 一 の モ ー タ ー 、 第 二 の モ ー タ ー 及 び 第  
三 の モ ー タ ー を 有 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の モ ー タ ー は 、 例 え ば 、 変 速 機 と 駆 動 シ ャ フ  
ト を 介 し て 駆 動 さ れ る 。 こ の 駆 動 シ ス テ ム の 制 御 装 置 は 、 例 え ば 、 開 ル ー プ 制 御 又 は 閉 ル  
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ー プ 制 御 の 形 で モ ー タ ー に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め の イ ン バ ー タ を 備 え た 動 力 部 を 有 す  
る 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 動 力 部 を 制 御 す る 役 割 を 果 た す 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば  
、 バ ス を 介 し て 動 力 部 と 接 続 さ れ る 。 こ の 駆 動 シ ス テ ム は 、 機 能 的 に 駆 動 シ ャ フ ト 又 は 各  
モ ー タ ー に 割 り 当 て ら れ た 複 数 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム を 有 す る 。 こ れ ら の フ ィ ー ド バ  
ッ ク シ ス テ ム の 各 々 は 、 エ ン コ ー ダ シ ス テ ム で あ る と す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 こ の エ  
ン コ ー ダ シ ス テ ム は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム の 一 部 で あ る と す る こ と が で き る 。 こ れ ら  
の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム 又 は エ ン コ ー ダ シ ス テ ム は 動 力 部 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 つ の 考 え 得 る 実 施 形 態 で は 、 こ の 操 作 手 段 が 地 域 網 用 変 圧 器 、 伝 送 用 変 圧 器 又 は 分 配  
用 変 圧 器 で あ る と す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 切 換 手 段 は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 、 セ レ ク タ ー  
、 プ リ セ レ ク タ ー 、 切 換 ス イ ッ チ 又 は 複 式 切 換 ス イ ッ チ で あ る と す る こ と が で き る 。 ロ ッ  
ク 条 件 に 関 す る パ ラ メ ー タ は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 、 セ レ ク タ ー 、 プ リ セ レ ク タ ー 、 切 換 ス イ  
ッ チ 又 は 複 式 切 換 ス イ ッ チ の 姿 勢 、 位 置 、 運 動 状 態 で あ る と す る こ と が で き る 。 パ ラ メ ー  
タ は 、 値 又 は 値 の 範 囲 と し て 構 成 す る こ と が で き る 。 パ ラ メ ー タ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ  
て 照 会 す る か 、 或 い は 制 御 ユ ニ ッ ト に 伝 え る こ と が で き る 。 複 数 の パ ラ メ ー タ を 一 つ の パ  
ラ メ ー タ に 統 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 一 の 切 換 手 段 は 、 単 相 式 又 は 複 相 式 の 負 荷 切 換 開 閉 器 と し て 構 成 す る こ と が で き る 。  
第 二 の 切 換 手 段 は 、 特 に 、 単 相 式 又 は 複 相 式 の セ レ ク タ ー 、 プ リ セ レ ク タ ー 、 切 換 ス イ ッ  
チ 又 は 複 式 切 換 ス イ ッ チ と し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 添 付 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 と そ の 利 点 を 実 施 例 に よ っ て 詳 し く 説 明 し 、 そ れ に  
よ っ て 、 本 発 明 を 図 示 さ れ た 実 施 例 に 限 定 す る も の で は な い 。 幾 つ か の 形 状 が 簡 略 化 さ れ  
て 図 示 さ れ る と と も に 、 別 の 形 状 が 図 解 を 改 善 す る た め に 別 の 構 成 要 素 と 比 較 し て 拡 大 さ  
れ て 図 示 さ れ て い る の で 、 図 面 に お け る 大 き さ の 比 率 は 、 常 に 実 際 の 大 き さ の 比 率 に 一 致  
す る と は 限 ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 操 作 手 段 に お け る 少 な く と も 一 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム の 考 え 得 る 実  
施 形 態 の 模 式 図
【 図 ２ 】 操 作 手 段 に お け る 少 な く と も 一 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム の 別 の 実 施 形  
態 の 模 式 図
【 図 ３ 】 複 数 の 操 作 手 段 が 配 備 さ れ た 、 本 発 明 に よ る 操 作 手 段 に お け る 少 な く と も 一 つ の  
切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム の 別 の 実 施 形 態 の 模 式 図
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 操 作 手 段 に お け る 少 な く と も 一 つ の 切 換 手 段 の た め の 駆 動 シ ス テ ム  
の 別 の 考 え 得 る 実 施 形 態 の 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 駆 動 シ ス テ ム を 用 い て 操 作 手 段 に お け る 切 換 手 段 の 切 換 を 実 施 す る  
方 法 の フ ロ ー 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 同 じ 構 成 要 素 又 は 同 様 に 作 用 す る 構 成 要 素 に 対 し て は 、 同 じ 符 号 を 使 用 し て い  
る 。 更 に 、 見 易 く す る た め に 、 各 図 面 の 記 述 に 必 要 な 符 号 だ け を 個 々 の 図 面 に 表 示 し て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ は 、 特 に 、 変 圧 器 で あ る 、 エ ネ ル ギ ー 伝 達 用 の 操 作 手 段 ２ ０ を 図 示 し て い る 。 こ の  
操 作 手 段 ２ ０ は 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ と 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ を 有 す る 。 第 一 の モ ー タ ー １  
２ が 、 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ を 介 し て 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ と 接 続 さ れ て い る 。 第 二 の モ ー タ ー  
１ ３ が 、 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ を 介 し て 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ と 接 続 さ れ て い る 。 以 下 に お け る  
記 述 が 操 作 手 段 ２ ０ と し て の 変 圧 器 と 切 換 手 段 １ ７ 又 は １ ８ と し て の 負 荷 切 換 開 閉 器 又 は  
セ レ ク タ ー に 限 定 さ れ て い て も 、 そ れ が 本 発 明 を 制 限 す る も の で あ る と 解 釈 す べ き で は な  
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い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ が 負 荷 切 換 開 閉 器 と し て 構 成 さ れ て  
い る 。 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ は 、 セ レ ク タ ー と し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 負 荷 切 換 開 閉 器 （  
第 一 の 切 換 手 段 １ ７ ） は 、 第 一 の モ ー タ ー １ ２ を 用 い て 操 作 さ れ る 。 こ の モ ー タ ー １ ２ は  
、 負 荷 切 換 開 閉 器 と 接 続 さ れ た 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ を 有 す る 。 更 に 、 こ の モ ー タ ー １ ２ は 、  
第 一 の 切 換 手 段 １ ７ （ 負 荷 切 換 開 閉 器 ） の 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る 第 一 の フ ィ ー ド バ  
ッ ク シ ス テ ム ６ を 有 す る 。 こ の セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） は 、 第 二 の モ ー タ ー １  
３ に よ り 操 作 さ れ る 。 こ の 第 二 の モ ー タ ー １ ３ も 、 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ を 介 し て セ レ ク タ ー  
と 接 続 さ れ て い る 。 第 二 の モ ー タ ー １ ３ の 専 用 の 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ は 、 セ  
レ ク タ ー の 位 置 又 は タ ッ プ 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 制 御 装 置 ２ は 、 動 力 部 １ １ を 介 し て 、 第 一 の モ ー タ ー １ ２ 及 び 第 二 の モ ー  
タ ー １ ３ と 接 続 さ れ た 、 そ の た め 、 第 一 及 び 第 二 の 切 換 手 段 １ ７ 及 び １ ８ の 第 一 の フ ィ ー  
ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ 及 び 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ と も 接 続 さ れ た 制 御 ユ ニ ッ ト １  
０ を 有 す る 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 第 一 と 第 二 の 切 換 手 段 １ ７ 及 び １ ８ 、 即 ち 、 負 荷  
切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー を 操 作 す る た め の 信 号 を 受 信 す る 。 更 に 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ に お  
い て 、 各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ 及 び ７ の 異 な る 値 が 評 価 さ れ て 、 統 合 さ れ る 。 こ れ ら  
の 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ 、 第 一 の モ ー タ ー １ ２ 、 第 二 の モ ー タ ー １ ３ 、 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ  
ム ６ 及 び ７ 、 並 び に 動 力 部 １ １ が 操 作 手 段 ２ ０ の 第 一 の 切 換 手 段 １ ６ 又 は 第 二 の 切 換 手 段  
１ ７ の た め の 駆 動 シ ス テ ム ３ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 制 御 装 置 ２ は 、 動 作 中 に 、 切 換 信 号 を 受 信 す る 。 例 え ば 、 電 力 網 内 の 電 圧 が 低 下 し  
た 場 合 、 例 え ば 、 負 荷 切 換 開 閉 器 又 は 負 荷 切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー を 操 作 す る こ と に よ っ  
て 、 そ れ を 適 合 さ せ な け れ ば な ら な い 。 変 圧 器 の 巻 線 を 相 応 に 接 続 す る 部 分 を 備 え た セ レ  
ク タ ー を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 変 圧 器 の 制 御 範 囲 が 拡 大 さ れ る 。 電 圧 を 変 更 し な け れ ば  
な ら な い と の 信 号 の 受 信 後 に 、 先 ず は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 だ け を 操 作 し な け れ ば な ら な い の  
か 、 或 い は 負 荷 切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー を 順 番 に 操 作 し な け れ ば な ら な い の か が 決 定 さ れ  
る 。 負 荷 切 換 開 閉 器 だ け を 操 作 し な け れ ば な ら な い こ と が 決 定 さ れ た 後 、 セ レ ク タ ー と 負  
荷 切 換 開 閉 器 の 間 で 定 義 さ れ た ロ ッ ク 条 件 が 検 査 ／ 照 会 さ れ る 。 例 え ば 、 セ レ ク タ ー が 正  
に 操 作 さ れ よ う と し て い る 時 に は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 の 操 作 が 許 さ れ な い 。 こ の 検 査 は 、 第  
二 の 切 換 手 段 １ ８ （ セ レ ク タ ー ） の 第 二 の モ ー タ ー １ ３ の 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム  
７ が 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ に そ の 時 々 の ス テ ー タ ス を 通 報 す る か 、 或 い は パ ラ メ ー タ を 伝 え る  
形 で 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ に よ っ て 、 第 二 の 切 換 手 段 １  
８ （ セ レ ク タ ー ） の 位 置 又 は 姿 勢 が 決 定 さ れ て 、 伝 え ら れ る 。 更 に 、 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ  
ク シ ス テ ム ７ は 、 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ （ セ レ ク タ ー ） が そ の 時 に 操 作 さ れ よ う と し て い る  
の か を 通 報 す る 。 算 出 さ れ た パ ラ メ ー タ が ロ ッ ク 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 負 荷 切 換 開 閉 器 の  
操 作 が 行 わ れ る 。 ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ な い 場 合 、 負 荷 切 換 開 閉 器 は 操 作 さ れ な い 。 そ れ  
に 代 わ っ て 、 ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ る ま で 、 負 荷 切 換 開 閉 器 の 切 換 又 は 操 作 を 待 機 さ せ る  
こ と が で き る 、 即 ち 、 セ レ ク タ ー が 所 定 の 位 置 に 留 ま る か 、 或 い は 最 早 動 か な い よ う に す  
る 。 更 に 、 こ の 操 作 を 中 止 す る か 、 エ ラ ー 信 号 を 生 成 す る か 、 或 い は そ の 両 方 が 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 制 御 装 置 ２ は 、 メ モ リ ５ を 備 え た 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ と 、 メ モ リ ５ を 備 え た 少 な く と  
も 一 つ の 動 力 部 １ １ と を 有 す る 。 こ の メ モ リ ５ に は 、 例 え ば 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ （ 負 荷  
切 換 開 閉 器 ） と 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ （ セ レ ク タ ー ） の 切 換 位 置 の 対 応 関 係 を 保 存 す る こ と  
が で き る 。 同 様 に 、 メ モ リ ５ に 、 個 々 の 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ の 位 置 に 関 す る 値 を 保 存 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ は 、 操 作 手 段 ２ ０ の 少 な く と も 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の た め の 前 述 し  
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た 駆 動 シ ス テ ム ３ の 別 の 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 三 つ の 切 換 手 段 １  
７ ， １ ８ 及 び １ ９ が 配 備 さ れ て い る 。 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ は 負 荷 切 換 開 閉 器 で あ る 。 第 二  
の 切 換 手 段 １ ８ は セ レ ク タ ー で あ る 。 第 三 の 切 換 手 段 １ ９ は プ リ セ レ ク タ ー で あ る 。 こ れ  
ら の 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ ， １ ９ の 各 々 は 、 そ れ ぞ れ 専 用 の モ ー タ ー １ ２ ， １ ３ 及 び  
１ ４ に よ っ て 操 作 さ れ る 。 こ れ ら の 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ ， １ ９ の 各 々 に は 、 そ れ ぞ  
れ フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ ， ７ ， ９ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 こ の 場 合 も 、 制 御 ユ ニ ッ ト  
１ ０ に お い て 、 異 な る ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る こ と が で き る 。 そ の た め に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク  
シ ス テ ム ６ ， ７ ， ８ の パ ラ メ ー タ が 照 会 さ れ る 。 そ の よ う に 、 例 え ば 、 こ こ で 述 べ る 実 施  
形 態 で は 、 セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） と 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ ）  
が 所 定 の 位 置 に 在 り 、 操 作 さ れ て い な い 場 合 に の み 、 プ リ セ レ ク タ ー （ 第 三 の 切 換 手 段 １  
９ ） の 操 作 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ ） と セ レ ク タ ー  
（ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） が 変 圧 器 の （ 図 示 さ れ て い な い ） 主 巻 線 と ほ ぼ 辛 う じ て 接 続 さ れ  
て お り 、 プ リ セ レ ク タ ー （ 第 三 の 切 換 手 段 １ ９ ） に よ り 転 極 す べ き 巻 線 （ 予 選 択 タ ッ プ 又  
は 制 御 巻 線 ） が 切 り 換 え ら れ て い な い 場 合 に の み 、 プ リ セ レ ク タ ー （ 第 三 の 切 換 手 段 １ ９  
） の 操 作 が 許 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 通 り 、 三 つ の 操 作 手 段 ２ ０ の 場 合 の 本 発 明 に よ る 駆 動 シ ス  
テ ム ３ の 別 の 考 え 得 る 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 。 三 つ の 操 作 手 段 ２ ０ は 、 特 に 、 共 通 の 制  
御 ユ ニ ッ ト １ ０ を 用 い て 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ に よ り （ 図 示 さ れ て い な い ）  
タ ッ プ が 調 和 し て 切 り 換 え ら れ る 三 つ の 変 圧 器 で あ る と す る こ と が で き る 。 変 圧 器 （ 操 作  
手 段 ２ ０ ） の 各 々 に 割 り 当 て ら れ た 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の 機 能 は 、 図 ２ に  
示 さ れ た 三 つ の 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ と 同 じ で あ る 。 切 換 信 号 の 受 信 後 に 、 先 ず は  
、 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の 何 れ を 操 作 し な け れ ば な ら な い の か が 検 査 さ れ る 。 そ の  
た め に 、 三 つ の 切 換 手 段 グ ル ー プ ３ ０ ， ４ ０ 及 び ５ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の よ う  
に 、 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ ３ ０ が 、 各 変 圧 器 （ 操 作 手 段 ２ ０ ） に お け る そ れ ぞ れ 第 一 の  
切 換 手 段 １ ７ 、 即 ち 、 負 荷 切 換 開 閉 器 か ら 構 成 さ れ る 。 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ ４ ０ は 、  
そ れ ぞ れ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ 、 即 ち 、 セ レ ク タ ー で あ る 。 第 三 の 切 換 手 段 グ ル ー プ は 、 そ  
れ ぞ れ 第 三 の 切 換 手 段 １ ９ 、 即 ち 、 プ リ セ レ ク タ ー ５ ０ で あ る 。 操 作 の 前 に 、 所 定 の 切 換  
手 段 グ ル ー プ ３ ０ ， ４ ０ 及 び ５ ０ が ロ ッ ク 条 件 を 満 た す の か が 検 査 さ れ る 。 こ こ で は 、 例  
え ば 、 三 つ の 操 作 手 段 ２ ０ の 個 々 の セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） の 各 々 が 如 何 な る  
位 置 に 在 る の か 、 並 び に そ れ ら の 中 の 一 つ が 動 い て い る の か が 検 査 さ れ る 。 操 作 手 段 ２ ０  
の 各 々 に お い て 、 各 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ に 割 り 当 て ら れ た 各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス  
テ ム ６ ， ７ 及 び ８ の パ ラ メ ー タ に 基 づ き 、 ロ ッ ク 条 件 の 検 査 が 行 わ れ る 。 各 操 作 手 段 ２ ０  
の 各 駆 動 シ ス テ ム ３ に 割 り 当 て ら れ た 動 力 部 １ １ は 、 バ ス ２ １ に よ り 単 一 の 中 央 制 御 ユ ニ  
ッ ト １ ０ と 接 続 さ れ て い る 。 こ の 中 央 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ を 用 い て 、 三 つ の 操 作 手 段 ２ ０ の  
各 々 に お け る 各 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の 操 作 が 調 和 さ れ て 、 制 御 さ れ る 。 既 に 図 ２  
に 示 さ れ て い る 通 り 、 動 力 部 １ １ は 、 各 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ に 割 り 当 て ら れ た モ  
ー タ ー １ ２ ， １ ３ 又 は １ ４ に 介 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 こ こ で 述 べ て い る 駆 動 シ ス テ ム ３ の 別 の 考 え 得 る 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 。 こ  
の 場 合 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ が 負 荷 切 換 開 閉 器 で あ り 、 別 の 三 つ の 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ が  
単 相 式 に 実 現 さ れ た 三 つ の セ レ ク タ ー で あ る 。 こ の 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ は 、 そ れ に 割 り 当  
て ら れ た 第 一 の モ ー タ ー １ ２ に よ っ て 操 作 さ れ る 。 こ の 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ に は 、 第 一 の  
フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 こ れ ら の 三 つ の 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ は  
、 そ れ ぞ れ 専 用 の 第 二 の モ ー タ ー １ ３ に よ っ て 操 作 さ れ 、 そ れ ぞ れ 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク  
シ ス テ ム ７ を 有 す る 。 そ れ に 代 わ っ て 、 三 つ の 全 て の セ レ ク タ ー を 一 つ の 共 通 の 第 二 の モ  
ー タ ー ７ に よ っ て 操 作 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 も 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ に お い て 、 第 一  
と 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ 及 び ７ の パ ラ メ ー タ を 照 会 す る こ と に よ っ て 、 異 な る  
ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ ）  
が 三 相 式 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） を 一 つ の 切 換 手  
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段 グ ル ー プ ４ ０ に 纏 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の フ ロ ー を 図 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 制 御 装 置 ２ は 、 有 利 に  
は 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ と 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ 、 即 ち 、 負 荷 切 換 開 閉 器 と セ レ ク タ ー を 有  
す る 負 荷 時 タ ッ プ 切 換 器 を 操 作 す る た め の 切 換 信 号 を 受 信 す る 。 こ の 切 換 信 号 は 、 例 え ば  
、 保 守 作 業 時 に 手 動 入 力 に よ っ て 生 成 す る こ と が で き る 。 そ れ に 代 わ っ て 、 切 換 信 号 は 、  
例 え ば 、 操 作 手 段 ２ ０ 、 即 ち 、 変 圧 器 に お け る 電 圧 が 低 下 又 は 上 昇 し た 場 合 に 、 電 圧 を 制  
御 す る 装 置 に よ っ て 与 え る こ と が で き る 。 切 換 信 号 の 受 信 後 に 、 先 ず は 、 切 換 手 段 １ ７ 又  
は １ ８ の 何 れ を 、 或 い は 両 方 の 切 換 手 段 １ ７ 及 び ／ 又 は １ ８ を 操 作 し な け れ ば な ら な い の  
か が 決 定 さ れ る 。 操 作 す べ き 切 換 手 段 １ ７ 及 び １ ８ の 選 定 後 に 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ が 少 な  
く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 照 会 す る 。 図 １ の 例 で は 、 照 会 す る パ ラ メ ー タ は 、 例 え ば 、 第  
二 の モ ー タ ー １ ３ に 付 属 す る 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ が 決 定 す る 、 セ レ ク タ ー 、  
即 ち 、 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ の 位 置 で あ る 。 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ に お い て 、 こ の 少 な く と も 一  
つ の パ ラ メ ー タ が 満 た す か 、 或 い は 満 た さ な い こ と が で き る 少 な く と も 一 つ の ロ ッ ク 条 件  
が メ モ リ ５ に 保 存 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 条 件 の 検 査 時 に 、 そ れ を 満 た し た 場 合 、 第 一 の 切 換  
手 段 １ ７ 、 謂 わ ば 負 荷 切 換 開 閉 器 の 切 換 が 操 作 さ れ る 。 検 査 時 に ロ ッ ク 条 件 を 満 た さ な い  
場 合 、 第 一 の 切 換 手 段 １ ７ の 操 作 は 行 わ れ な い 、 即 ち 、 切 換 も 行 わ れ な い 。 そ し て 、 制 御  
ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 パ ラ メ ー タ が ロ ッ ク 条 件 を 満 た す ま で 待 っ て 、 そ の 後 切 換 を 実 施 す る こ  
と が で き る 。 そ れ に 代 わ っ て 、 開 始 前 に 切 換 を 事 前 に 中 止 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 エ  
ラ ー 信 号 の 発 出 が 可 能 で あ る 。 図 １ の 例 を 出 発 点 と し て 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 一 の 切 換 手  
段 １ ７ ） を 操 作 す る 前 に 、 先 ず は 、 セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） が 如 何 な る 状 態 （  
位 置 ） に 在 る の か 、 そ れ が 確 か に 正 に 動 こ う と 、 謂 わ ば 正 に 操 作 さ れ よ う と し て い る の か  
、 或 い は そ の 両 方 が 検 査 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 ロ ッ ク 条 件 に よ る と 、 セ レ ク タ ー （ 第 二 の  
切 換 手 段 １ ８ ） が 正 に 操 作 さ れ よ う と し て い る 、 或 い は 、 例 え ば 、 好 適 で な い ／ 許 さ れ な  
い 状 態 （ 位 置 ） に 在 る 場 合 に は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） の 操 作 が 許 さ れ  
な い 。 ロ ッ ク 条 件 の 検 査 に 必 要 な パ ラ メ ー タ は 、 セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） の 第  
二 の モ ー タ ー １ ３ の 第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ に よ っ て 出 力 さ れ る 。 こ の 場 合 、 フ  
ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ７ は 、 例 え ば 、 第 二 の モ ー タ ー １ ３ と セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段  
１ ８ ） の 間 に 配 置 さ れ た 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ と 直 接 的 又 は 間 接 的 に 接 続 さ れ た マ ル チ タ ー ン  
ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ と し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の マ ル チ タ ー ン ロ ー タ リ ー エ ン  
コ ー ダ は 、 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ の 位 置 に 基 づ き 、 セ レ ク タ ー （ 第 二 の 切 換 手 段 １ ８ ） の 位 置  
な ど の パ ラ メ ー タ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 駆 動 シ ス テ ム ３ の 実 施 形 態 に 応 じ て 、 異 な る パ ラ メ ー タ を 異 な る ロ ッ ク 条 件 と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 。 そ の よ う に 、 図 ２ の 実 施 形 態 に 示 さ れ て い る 通 り 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （  
第 一 の 切 換 手 段 １ ７ ） を 操 作 す る 前 に 、 セ レ ク タ ー と プ リ セ レ ク タ ー （ 第 二 及 び 第 三 の 切  
換 手 段 １ ８ 及 び １ ９ ） の 位 置 （ 姿 勢 ） が 検 査 さ れ る 。 そ れ に 代 わ っ て 、 セ レ ク タ ー （ 第 二  
の 切 換 手 段 １ ８ ） を 操 作 す る 前 に 、 ロ ッ ク 条 件 、 即 ち 、 負 荷 切 換 開 閉 器 （ 第 一 の 切 換 手 段  
１ ７ ） と プ リ セ レ ク タ ー （ 第 三 の 切 換 手 段 １ ９ ） の パ ラ メ ー タ が 検 査 さ れ る 。 こ の 場 合 も  
、 マ ル チ タ ー ン ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ と し て 構 成 さ れ た 各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ 及 び  
８ に パ ラ メ ー タ を 照 会 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 照 会 す べ き パ ラ メ ー タ は 、 任 意 に 決 定 す る か 、 或 い は 任 意 の 形 式 に す る こ と が で き る 。  
こ れ ら の パ ラ メ ー タ は 、 各 切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の 各 モ ー タ ー １ ２ ， １ ３ 及 び １ ４  
に お け る フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ ， ７ 及 び ８ か ら 、 操 作 手 段 ２ ０ の 簡 単 な 安 全 ス イ ッ チ  
、 そ れ ど こ ろ か 顧 客 特 有 の 解 除 ボ タ ン か ら 由 来 す る も の で あ る と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ ら の ロ ッ ク 条 件 は 、 如 何 な る 状 態 を 満 た さ な け れ ば な ら な い の か を 、 そ れ に よ り 、  
切 換 が 「 ロ ッ ク 」 さ れ な い の か 、 即 ち 、 禁 止 さ れ な い の か を 定 義 す る 。 こ れ ら の 条 件 は 、  
切 換 手 段 １ ７ ， １ ８ 及 び １ ９ の 姿 勢 又 は 位 置 、 そ の 時 々 の ス テ ー タ ス 及 び 運 動 状 態 に よ っ  
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て 形 成 又 は 定 義 さ れ る パ ラ メ ー タ と 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ ら の ロ ッ ク 条 件 は 、 一 つ 又 は 任 意 の 多 数 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム ６ ， ７ 及 び ８ の  
一 つ 又 は 複 数 の パ ラ メ ー タ を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ ら の パ ラ メ ー タ は 、 例 え ば 、 切 換 手 段 の 運 動 状 態 、 切 換 手 段 の 位 置 又 は 姿 勢 、 切 換  
手 段 の 位 置 範 囲 又 は 姿 勢 範 囲 、 操 作 手 段 の 温 度 、 顧 客 特 有 の 切 換 信 号 、 安 全 機 器 及 び そ れ  
と 同 等 の 物 で あ る と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ ら の 切 換 手 段 は 、 負 荷 切 換 開 閉 器 、 セ レ ク タ ー 、 切 換 ス イ ッ チ 及 び 複 式 切 換 ス イ ッ  
チ で あ る と す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 単 相 式 又 は 複 相 式 に 構 成 す る こ と が で き る 。
  な お 、 本 願 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発 明 に 関 す る も の で あ る が 、 他 の 態 様 と し て 以  
下 の 構 成 も 包 含 し 得 る 。
１ ．
  操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 一 つ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 （ １ ８ ， １ ９ ） の 切 換 を 実 施 す る 方 法 に お い て 、
  制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） が 切 換 信 号 を 受 信 す る 工 程 と 、
  こ の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） を 用 い て 、 こ の 切 換 信 号 に 基 づ き 、 切 換 の た め に 、 こ の 第 一  
の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 選 定 す る  
工 程 と 、
  こ の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 、 こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は こ の 少 な く と も  
一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 照 会 す る 工 程 と 、
  こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） に 関 す る 少 な く と も 一 つ の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ に 基 づ き  
ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る か 、 或 い は こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） に  
関 す る ロ ッ ク 条 件 を 検 査 す る 工 程 と 、
  こ の 対 応 す る ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 こ の 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ）  
又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 用 い た 切 換 を 実 施 す る 工 程 と 、 を  
有 す る 当 該 方 法 。
２ ．
  上 記 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  前 記 の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ が 第 一 の フ ィ ー ド バ ッ ク  
シ ス テ ム （ ６ ） を 用 い て 決 定 さ れ 、 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９  
） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ が 、 こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９  
） に 割 り 当 て ら れ た フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ７ ， ８ ） を 用 い て 決 定 さ れ る 方 法 。
３ ．
  上 記 ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  前 記 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ８ ） に よ っ て 算 出 さ れ た 、 切 換 手 段 （ １ ７ ，  
１ ８ ， １ ９ ） の 中 の 一 つ を 切 り 換 え る た め の パ ラ メ ー タ が 、 各 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １  
９ ） の 姿 勢 又 は 位 置 で あ る 方 法 。
４ ．
  上 記 ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  前 記 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ８ ） に よ っ て 算 出 さ れ た 、 切 換 手 段 （ １ ７ ，  
１ ８ ， １ ９ ） の 中 の 一 つ を 切 り 換 え る た め の パ ラ メ ー タ が 、 各 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １  
９ ） の 運 動 状 態 で あ る 方 法 。
５ ．
  上 記 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  前 記 の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １  
９ ） の 照 会 さ れ た パ ラ メ ー タ が 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に お い て 評 価 さ れ て 、 統 合 さ れ 、 そ  
れ に よ り 、 こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 及 び ／ 又 は こ の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） と 少 な く  
と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 必 要 に 応 じ て 制 御 さ れ る 方 法 。
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６ ．
  上 記 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  切 換 を 実 施 す る た め に 、 操 作 手 段 （ ２ ０ ） に 割 り 当 て ら れ た 動 力 部 （ １ １ ） が 、 制 御 ユ  
ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 、 前 記 の 選 定 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） 又 は 選 定 さ れ た 少 な  
く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 操 作 す る よ う に 制 御 さ れ 、 こ の 動 力 部 （ １  
１ ） が 、 切 換 の 実 施 に 応 じ て 、 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） と  
接 続 さ れ た 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） 及 び そ れ ぞ れ 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て そ れ ぞ れ  
少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） と 接 続 さ れ た 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ） を  
操 作 す る 方 法 。
７ ．
  上 記 ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  各 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６ ， ７ ， ９ ） が 、 直 接 的 又 は 間 接 的 に 切 換 手 段 （ １ ７ ， １  
８ ， １ ９ ） の 各 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） に 割 り 当 て ら れ て い る 方 法 。
８ ．
  上 記 １ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
  前 記 の 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 各 々 に 対 し て 、 一 つ の 動 力 部 （ １ １ ） が 割 り 当 て ら れ  
て お り 、 こ れ ら の 動 力 部 （ １ １ ） が 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に よ っ て 制 御 さ れ 、 こ れ ら の 複  
数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ） が 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ に 纏 め ら れ 、  
こ の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手  
段 グ ル ー プ （ ４ ０ ， ５ ０ ） に 纏 め ら れ る 方 法 。
９ ．
  操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 少 な く と も 二 つ の 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ） の た め の 駆 動 シ ス  
テ ム （ ３ ） に お い て 、
  駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） と 接 続 さ れ た 第 一 の 切 換 手 段 （  
１ ７ ） と 、
  駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て そ れ ぞ れ 少 な く と も 一 つ の 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ， １ ４  
） と 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） と 、
  前 記 の 切 換 手 段 （ １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ） の 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 算 出 す る た め に  
、 そ れ ぞ れ 一 つ の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） と 少 な く と も 一 つ の  
第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ， １ ４ ） の 各 々 に 割 り 当 て ら れ て い る フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム （ ６  
， ７ ， ８ ） と 、
  前 記 の 算 出 さ れ 、 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） に お い て 評 価 さ れ た 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー  
タ に 対 応 す る ロ ッ ク 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 第 一 の モ ー タ ー （ １ ２ ） に よ っ て 第 一 の 切  
換 手 段 （ １ ７ ） を 操 作 す る か 、 或 い は 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の モ ー タ ー （ １ ８ ， １  
９ ） に よ っ て 前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） を 操 作 す る た め に 、  
動 力 部 （ １ １ ） と 通 信 接 続 さ れ て い る 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） と 、 を 有 す る 当 該 駆 動 シ ス テ  
ム 。
１ ０ ．
  上 記 ９ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム に お い て 、
  前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 第 二 の モ ー タ ー （ １ ３ ） と  
接 続 さ れ た 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） と 、 第 三 の モ ー タ ー （ １ ３ ） と 接 続 さ れ た 第 三 の 切 換  
手 段 （ １ ９ ） と を 有 す る 駆 動 シ ス テ ム 。
１ １ ．
  上 記 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
  こ の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に 、 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） が 割 り 当 て ら れ 、 各 操 作 手 段 （ ２  
０ ） に 、 動 力 部 （ １ １ ） が 割 り 当 て ら れ 、 こ れ ら の 動 力 部 （ １ １ ） が 、 制 御 ユ ニ ッ ト （ １  
０ ） と 通 信 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら の 複 数 の 操 作 手 段 （ ２ ０ ） の 第 一 の 切 換 手 段 （ １ ７ ）  
が 第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ３ ０ ） に 纏 め ら れ 、 前 記 の 少 な く と も 二 つ の 第 二 の 切 換 手 段  
（ １ ８ ， １ ９ ） が 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ４ ０ ， ５ ０ ） に 纏 め ら れ る  
駆 動 シ ス テ ム 。
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１ ２ ．
  上 記 １ ０ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
  前 記 の 少 な く と も 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ， １ ９ ） が 、 一 つ の 第 二 の 切 換 手 段 （ １  
８ ） と 一 つ の 第 三 の 切 換 手 段 （ １ ９ ） か ら 構 成 さ れ 、 当 該 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） が 第 二  
の 切 換 手 段 グ ル ー プ （ ４ ０ ） に 纏 め ら れ 、 こ の 第 三 の 切 換 手 段 （ １ ９ ） が 第 三 の 切 換 手 段  
グ ル ー プ （ ５ ０ ） に 纏 め ら れ る 駆 動 シ ス テ ム 。
１ ３ ．
  上 記 ９ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
  前 記 の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） の 各 々 が 、 そ れ ぞ れ 駆 動 シ ャ フ ト （ １ ６ ） を 介 し て 第 二  
の モ ー タ ー （ １ ３ ） と 接 続 さ れ 、 こ れ ら の 第 二 の 切 換 手 段 （ １ ８ ） が 第 二 の 切 換 手 段 グ ル  
ー プ （ ４ ０ ） に 纏 め ら れ る 駆 動 シ ス テ ム 。
１ ４ ．
  上 記 ９ ～ １ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 駆 動 シ ス テ ム （ ３ ） に お い て 、
  前 記 の 制 御 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ） と 動 力 部 （ １ １ ） が そ れ ぞ れ メ モ リ （ ５ ） を 有 す る 駆 動 シ  
ス テ ム 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 ２     制 御 装 置
　 　 ３     駆 動 シ ス テ ム
　 　 ５     メ モ リ
　 　 ６     第 一 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム
　 　 ７     第 二 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム
　 　 ８     第 三 の フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム
　 １ ０     制 御 ユ ニ ッ ト
　 １ １     動 力 部
　 １ ２     第 一 の モ ー タ ー
　 １ ３     第 二 の モ ー タ ー
　 １ ４     第 三 の モ ー タ ー
　 １ ６     駆 動 シ ャ フ ト
　 １ ７     第 一 の 切 換 手 段
　 １ ８     第 二 の 切 換 手 段
　 １ ９     第 三 の 切 換 手 段
　 ２ ０     操 作 手 段
　 ２ １     バ ス
　 ３ ０     第 一 の 切 換 手 段 グ ル ー プ
　 ４ ０     第 二 の 切 換 手 段 グ ル ー プ
　 ５ ０     第 三 の 切 換 手 段 グ ル ー プ



10

20

30

40

50

JP 7601792 B2 2024.12.17(14)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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